
ロータリーと共に寄り添い奉仕の扉を開こう 地区スローガン  

「世界を変える行動人」 

10月は「地域社会の経済発展月間 ・ 米山月間」です 
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 表紙の写真は、オーストリアのローターアクターとウィーンのさまざまなロータリークラブの会員を対象とした、世

界を変える行動人のスチール写真撮影。オーストリアの会員たちは、"Intarconnect"という、支援とネットワーキングの

ための国際的メンタリングプログラムを立ち上げました。さらに、ロータリー地区内で、国境線を超えてボスニア、スレ

ブレニツァに家を建てるプロジェクトを開始。スレブレニツァの虐殺で知られるこの地にはいまだ戦禍が残っていま

す。スチール写真からは、住居建設プロジェクトを再現した宣伝動画の撮影の様子がうかがえます。 



国際ロータリー会長 ホルガー・クナーク 



ガバナー メッセージ 

 世界中のコロナ感染拡大に伴い私達の生活は一変
してしまい、様々な苦難を強いられています。世界中
のロータリアンで影響を受けていない人は、居られな
いでしょう。各種研修や地区協議会など予定通り開催
できず、冊子や映像による代替えと、悔しい思いをい
たしました。前年度、（2019−2020）日本の全地区の会
員数の推移が報告されました。 

 純増会員数 ー2,332人  85,510人（国内2,247
クラブ 平均38,025人） 

 私や同期のガバナーは、コロナの影響で退会者が
増えて7月新年度はたして、何人でのスタートになる
のかと心配いたしました。世界中のロータリーが今ま
で体験した事のない状況に置かれています。 

 4月5月と例会をお休みするクラブも多くコミニ
ケーションが取れない状況が予想されました。そし
て、そのまま退会になる会員が増えるのではと懸念
いたしました。何らかの形（オンライン．電話．FAX等）で
のコミニケーションをとって頂きたくお声掛けをしま
した。 

 歴史上初めて、国際大会が中止となりました。GDP
が4~6月期の実質年率28.1％減（9月8日）戦後最悪の
景気の中日本は主要国で初めて政治リーダーが交代
しました。菅政権でも医療や経済への対策を切れ目
なく実行しなくてはなりません。 

 新型コロナウィルス感染の急激な拡大は、大きな社
会的なショックを引き起こし、世界を一変させました。
見えないものへの恐怖心と、逆にその様な恐怖から
逃れたいという心理が働く中で、「感染防止が経済活
動か」という二者択一の両極端の議論がなされ、混乱
をひきおこしています。ジョンズ・ホプキンス大学が9
月29日に世界の感染者数3,300万人、お亡くなりに
なった方が100万人を超えたと集計を出してます。感
染防止と経済活動の両立の難しさです。 

 日本経済に大打撃を与えたコロナショック！人類に
悲痛な苦しみを与える健康被害を生じさせ日常生活
を大幅に混乱させ経済の急停止を招いてます。インフ
ルエンザワクチンの争奪戦が日本国内や世界で起き
ています。 

症状の見分けがつきにくい新型コロナウィルスとの同
時流行への懸念からです。 

 with corona ・New normalにも慣れてきて、不安の
中見切り発射。人が経済が動き始めました。来年のオ
リンピックはどうなるのでしょうか。I Rは大阪経済に
刺激は与えるかもしれません。I R＝カジノと予想さ
れますが、国際会議場やコンベンションホールなどを
建設するのであれば、外国からの人を呼ぶことがで

きるかもしれません。内容
を吟味して判断しなくて
はなりません。 

 本年度の地区のクラブ
米山記念奨学委員長会議
及びカウンセラー研修会プログラムが令和2年9月26
日（土）開催されました。 

 米山奨学会には、日本独自の外国人留学生を支援
する民間最大の奨学団体です。「学資支援」「人材育
成」この日本柱で事業は成り立っています。 

採用基準（全国統一）は 

●勉学への意欲、人物面、学業面が優秀、将来日本と
の架け橋になりうる人である。 

●家庭状況、経済状況は評価対象外です。 

カウンセラー＝「米山奨学事業の成功の鍵」  

 委員長とカウンセラーが二人三脚となって米山奨
学生がクラブに馴染むように働きかけなくてはいけ
ません。そして、奨学生が日本のフアンとなり将来国
家運営に影響力のある地位に就き日本との国際交流
を活発に行うことで戦争の無い平和な世界を築いて
頂きたいです。 

 よく会員から聞く声は、「奨学生が自国へ帰らず日
本で就職し、結婚することが多くなっている。日本へ
の就職のお世話をしているようだ。」「自国へ帰ると、
手紙や連絡が無く消息が判らない」「裕福な奨学生
を、お世話しなくてはならないのか。」などです。 

 新型コロナウィルス感染拡大に伴い地域社会の経
済が最悪の時期での会員からの寄付金で成り立って
いるこの事業です。 

 奨学生が感謝し、その気持ちから恩返しを何らかの
形でしていただけるよう、指導、お世話をさせて頂き
ましょう。奨学生は、お世話クラブとカウンセラーに
は、近況報告をクリスマスカードで必ず毎年送るよう
に義務付けたいです。 

 奨学生からの感謝の気持ちの言葉が何よりです
が、立派になり両国の架け橋となり、将来ロータリアン
になっていただけたら、嬉しく思います。 

 早く、新型コロナウィルスが終息し経済が発展し、
ロータリーのメンバーが増え米山に対する寄付も増
えることでしょう。まだ米山奨学生の受け入れを経験
されていないクラブは是非経験されて、奨学生の素
晴らしさと大切さを経験していただくことが大切だと
思います。 

 Rotary International District2640 

  2020-21  Governor  Hideka Fujii   

ガバナー 藤井 秀香 

10月のロータリー特別月間 

 「地域社会の経済発展月間」 

※日本独自の月間テーマ 

  「米山月間」 



 ロータリーは、貧困問題に持続可能な解決策をもたらすために活動しています。

ロータリー会員とロータリー財団は、自立に役立つスキルの指導、家計を支えるため

の就職支援等を通じて、人びとと地域社会の自立を促しています。 



米山月間に向けて 

地区米山記念奨学委員長 玉井 洋司 

 10月は米山月間です。ロータリー米山奨学事業の歴史は、５０年以上前にさ

かのぼります。敗戦の復興が続く１９５２年、日本のロータリーの基礎を築いた

米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラブによって設立された「米

山基金」がもとになって設立されたのが「米山記念奨学金」です。 

 米山記念奨学金の創設の目的、日本が再び戦争の過ちを繰り返さない誓

いと、世界に平和日本の理解を促すことにありました。留学生が平和を求める

日本人と出会い、お互いに信頼し合う関係を築き、「世界の架け橋」となるこ

と願い創設されました。 

 私たち、２６４０地区でも広く会員の皆様に米山の理念を理解していただくために、９月２６日泉大津

市内のホテルレイクアルスターアルザ泉大津において2640地区米山委員長会議を開催いたしまし

た。 当日は藤井ガバナー、村上米山記念奨学会理事、中野パストガバナーも参加いただき意見交換

も開催し、来る１０月からの米山月間に備える有意義な会議となりました。 

 

 

 

 

 

 

 また、年度当初より開催がかなわなかったカウンセラー研修会も開催しました。 

 尚、当地区の昨年の寄付実績は一人当たり普通寄付5,606円特別寄付7,873円計13,480円であっ

たことを申し添えておきます。 

 



ガバナー公式訪問  

9月1日  高石RC 

 南海グリル 天兆閣別館4階（ローズ） 

会長 坂東 剛 

幹事 西浦 結香 

 

 

 

9月3日 高師浜RC 

 高石商工会議所3F  

会長 古川 敏夫 

幹事 永山 健二 

 

 

 

9月4日 堺北RC 

 南海グリル天兆閣別館4階「ローズ」 

会長 山中 喜八郎 

幹事 塩見 守 

 

 

 

9月5日 KUMATORI向日葵RC 

 クラブ事務所 

会長 番匠 博 

幹事 中楠 真一 

 

 

 

9月9日  堺おおいずみRC 

 堺商工会議所3F 

会長 前内 禧宏 

幹事 多田 憲史 



9月10日 大阪狭山RC 

 がんこ大阪狭山店 

会長 幸坂 信男 

幹事 米澤 美保 

 

 

 

9月11日  御坊RC/御坊東RC/御坊南RC 【合同】 

 御坊商工会館4F    

御坊 会長 小池 正幸 / 幹事 源地 勇人 

御坊東 会長 細川 幸三 / 幹事 北垣 剛 

御坊南 会長 前田 達也 / 幹事 田ノ本 章平 
  

 

9月12日  串本RC 

 旧ヒルトップ和田金（南側） 

会長 矢倉 甚兵衞 

幹事 和田 俊一 

 

 

 

9月16日 新宮RC 

 新宮商工会議所 

会長 岡  知行  

幹事 床浦 勝昭 

 

 

9月17日  和泉南RC 

 ホテルレイクアルスター 

会長 嘉手納 良和 

幹事 髭 奉昭 

 

 

ガバナー公式訪問  



9月23日 和泉RC 

 うお健ビル3F 

会長 勝野 露観 

幹事 久保 忠生 

 

 

9月24日 羽衣RC 

 ホテルきららリゾート関空 

会長 藤沢 直史 

幹事 岡井 信介 

 

 

9月25日 河内長野RC 

 河内長野市商工会館3階大会議室 

会長 道簱 弘明 

幹事 高比良 昌也 

 

 

 

9月29日 有田南RC 

 湯浅水産物商業協同組合2F 

会長 田甫 治 

幹事 塩路 信兼 

 

 

 

9月30日 海南RC 

 海南商工会議所4F 

会長 上芝 孝充 

幹事 名手 聡 

ガバナー公式訪問  



10月24日【世界ポリオデー】 in 高野山 

国際ロータリー第2640地区は、世界ポリオデーの 10月24日（土） に世界遺産

であり、祈りの聖地である高野山の金堂（本尊：薬師如来）において、 

「ポリオ根絶及び新型コロナウィルス感染終息祈願の法会」を執り行います。 

法要の様子はこのFacebookページにて同時中継でご覧頂けます。 

10月24日（土）午前11時～ライブ配信。 

是非、皆様もお家や外出先から Facebook ページの中継動画を通じて、共にお祈り
ください。 https://www.facebook.com/year.2020.21/ 

また、YouTubeでも動画配信。一般の方からの募金を募ります。こ
のほか、ローターアクターやインターアクターが金堂周辺でポリ
オ啓蒙チラシと感染予防マスクを配布。募金を呼びかけると同時
に、周辺市町村の窓口などに募金箱の設置協力を呼びかけてい
ます。 皆さんのご協力、ご支援、ご寄付を宜しくお願いします。 

なお、感染症感染予防の観点より、現地来訪によるご参加はお控
え頂きますようお願い申し上げます。 

特別 祈祷願および募金へのお申込み 【申込期限：2020年10月20日（火）】 

 ロータリアンは勿論のこと、ご家族、社員の皆さんにもご協力をお願いします 。 

 お一人につき、 多数のご祈願申込を頂いても構いません。1祈願につき 1,000円
にて、申込用紙にご記入頂き、各クラブで取り纏めの上、クラブ単位でガバナー事
務所へお申し込み並びにご入金をお願い致します。 

（1口 1,000円の内 50% はポリオ募金 はポリオ募金 へ、内 50% は祈祷料として
納めさせて頂きます）  

※ お問合せは、クラブ事務局、ガバナー事務所へ 



令和２年７月 福岡・熊本豪雨災害 義捐金についてのご報告 

 2020年（令和2年）7月初旬から九州を中心に発生した集中豪雨によって各地で浸水

など甚大な被害をもたらしました。当地区では、特に被害が甚大であった福岡、熊本豪

雨災害の第2700地区及び第2720地区に対し、義捐金のご協力をお願いいたしました。

各クラブの皆様のご理解とご協力よって、多くのクラブから、多額の義捐金が集まりま

した。厚く御礼申し上げます。 

 お預かりいたしました義捐金は、以下のとおり、送金いたしましたのでご報告いたし

ます。 

   第2700地区   868,849円 

   第2720地区  1,500,000円 

         合計    2,368,849円 

 

 

○ご協力いただいたクラブ（当地区へ送金） 

 串本RC、那智勝浦RC、新宮RC、白浜RC、田辺RC、田辺東RC、有田RC、有田南RC、 

 有田2000RC、御坊RC、御坊東RC、御坊南RC、海南RC、海南東RC、海南西RC、 

 和歌山RC、和歌山アゼリアRC、和歌山東RC、和歌山城南RC、和歌山中RC、 

 和歌山北RC、和歌山東南RC、橋本RC、岩出RC、河内長野高野街道RC、粉河RC、 

 河内長野RC、松原RC、松原中RC、富田林RC、泉佐野RC、貝塚RC、貝塚コスモスRC、 

 関西国際空港RC、岸和田RC、岸和田東RC、岸和田南RC、りんくう泉佐野RC、羽衣RC、 

 和泉RC、和泉南RC、高石RC、高師浜RC、堺RC、堺東RC、堺中RC、堺清陵RC、堺南RC 

                                      計 48クラブ  2,368,849 円 

 なお、地区経由以外で別に義捐金を直接、お届けいただいたクラブもありますので、

併せて、御礼申し上げます。 



 コロナ禍によりロータリーの活動や行事の実施が
困難な状況となっていますが、ロータリーは引き続
きポリオ根絶を最優先目標として掲げています。 

 10月24日の世界ポリオデーには、例年、日本を含
む世界中のクラブや地区がイベントを実施しており、
今年もオンラインや三密を避けた活動など、工夫を
凝らしてポリオへの認識向上や募金を行うことがで
きます。 

 これまでにロータリーをはじめとする世界ポリオ
根絶推進活動（GPEI）によって築かれてきたポリオ根
絶のインフラは、新型コロナウイルス対応において
も、ウイルスの追跡やサーベイランスのために役立
てられています。ロータリーは、1918年のスペインか
ぜ、ポリオ、新型コロナウイルスなど、ウイルスの世界
的流行時に率先して行動を起こしてきました。 

 去る8月25日にWHOアフリカ地域の野生型ポリオ
ウイルスの根絶が認定され、長年ポリオ根絶に取り
組んできたロータリーやパートナー団体にとって大
変うれしいニュースとなりました。また、ナイジェリア
でのポリオ根絶に尽力したロータリー会員、ツンジ・
フンショ氏が『TIME』誌が選ぶ毎年恒例の「世界で最
も影響力のある100人」にリスト入りし、無数のロータ
リー会員とその栄誉を分ちあいました。その一方で、
残る2カ国（アフガニスタンとパキスタン）でのポリオ
根絶だけでなく、ポリオがなくなった国でも、再び発

症者が出ないように今後も質の高い予防接種キャン
ペーンを続ける必要があります。 

 ポリオ根絶へのロータリーのコミットメントを示し、
できるだけ多くの人にポリオ根絶について知っても
らえるよう、クラブで世界ポリオデーの活動をご計
画ください。推進用資料を収めた世界ポリオデー
ツールキットもご活用いただけます。 

簡単に実行できる世界ポリオデーのアイデア 

◾ポリオ根絶 特別例会：ポリオ根絶活動の歴史を紹
介した動画や、ロータリーの世界ポリオデー特別
プログラムを例会で視聴。有識者を卓話に招待
（バーチャル例会も可）。 

◾END POLIO NOWのＴシャツや赤い服を着て自撮り：
自撮り写真を「#endpolio」のハッシュタグでSNSに
投稿し、話題を広げましょう。また、オンライン寄付
ページのリンクを入れてポリオ根絶への寄付を呼
びかけましょう。 

◾各自で一斉にアクティビティ：ウォーキング、ハイキ
ング、山登りなどのアクティビティをそれぞれの人
が一斉に行い、その写真や動画をポリオ根絶への
支援の呼びかけとともにソーシャルメディアに投
稿することで、話題を広めることができます。三
密を避けて実行できるだけでなく、アクティビティ
への参加による達成感が得られるでしょう。 

◾バーチャル講演会／パネル討論会：ポリオ、ワクチ
ン、感染症などに詳しい有識者や経験者を招きま
しょう。一般の人も無料視聴できるようにすること
で、ポリオについて知ってもらうことができます。 

 動情報を入力して「ポリオ根絶特別プログラム」
の動画を一足早くダウンロード。 

 ポリオ関連のイベントや活動を計画したら、フォー
ム(https://endpolio.org/ja/register-your-event) 

に入力して情報をお寄せください。上記に挙げたよ
うな活動（バーチャルを含む）もご入力いただけま
す。10月15日までに世界ポリオデーの地元イベント
情報をこのフォームでお寄せいただいた方には、10
月24日（午前8時）のオンライン配信よりも1週間早
く、「ポリオ根絶特別プログラム」の動画をダウン
ロードできるリンクをお送りします。 

世界中のロータリアンがイベントを実施 



 ロータリーのナイジェリア・ポリオプラス委員長であるツンジ・フンショ
氏が、『TIME』誌の「世界で最も影響力のある100人」に選ばれ、世界で活
躍する先駆者、アーチスト、リーダー、著名人、巨匠たちとともにリスト入
りしました。『TIME』誌は9月22日（米国時間）、米テレビ局ABCの番組で
2020年の100人を発表。アフリカ地域での野生型ポリオの根絶において
ロータリー会員やパートナー団体と協力し、重要なリーダー的役割を果
たしたフンショ氏の功績を称えました。 
 ポリオ根絶の取り組みによりこの栄誉を受けたロータリー会員は、フ
ンショ氏が初めてとなります。 
Lekkiロータリークラブ（ナイジェリア）に所属するロータリアン歴35年の
フンショ氏は、第9110地区パストガバナーであり、インターナショナル・ポ
リオプラス委員会のメンバーです。心臓専門医である同氏は、ロンドンの王立外科医師会のフェローで
もあり、妻のアイシャさんとともにナイジェリアのラゴス在住し、4人の子どもと5人の孫がいます。 

 TIME誌が選ぶ毎年恒例の100人のリストには、リーダーシップや才
能、発明、慈善活動を通じて世界に変化をもたらした人たちが名を
連ね、過去にはボノ、ダライ・ラマ、ビル・ゲイツ、ネルソン・マンデラ、
アンゲラ・メルケル、オプラ・ウィンフリー、マララ・ユスフザイなどが
選ばれています。 
 2013年以来ナイジェリア・ポリオプラス委員長を務め、同国でのポ
リオ根絶活動の先頭に立ってきたフンショ氏は、同国のロータリアン
たちと共に、ポリオ予防接種の重要性に対する認識を高め、政府や
著名人に支援を呼びかけ、ロータリーとポリオ根絶活動における声
となってきました。世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）のパートナー団
体である世界保健機関（WHO）、UNICEF（国連児童基金）、米国疾病対
策センター（CDC）、ビル&メリンダ・ゲイツ財団、Gaviワクチンアライア
ンスとも連携しています。 
ナイジェリアでのポリオタスクフォースのメンバーとして、同国保健

相やポリオ根絶のための省庁間協力委員会とともに予防接種やアドボカシーキャンペーンの調整にあ
たったほか、Sir Emeka Offor財団、Dangote財団、伝統的リーダー評議会やナイジェリアのイスラム女
性協会とも密接に協力してきました。 
 2019年8月、ナイジェリアでは野生型ポリオウイルスの無発症期間が3年を経過。ロータリー、パート
ナー団体、自治体や各国政府による進展は、数十年に及ぶ懸命な取り組みの成果です。これには、国
内外での資金調達、数十万人もの保健従事者のコミットメント、同国北部の不安定な状況により予防接
種ができなかった子どもにワクチンを投与するための革新的な戦略が含まれます。 
 去る8月25日、アフリカ地域での野生型ポリオ根絶が宣言され、歴史的な快挙となりました。これは、
世界人口の90％以上を占めるWHOの6地域のうち、5地域で野生型ポリオウイルスが根絶されたことを
意味します。アフガニスタンとパキスタンでは、現在も野生型ウイルスによるポリオの感染が続いてい
ます。 
 アフリカ地域での快挙は、世界からポリオを根絶するという目標に向けた大きな一歩です。フンショ
氏は、この達成について『TIME』誌に次のように語っています：「ナイジェリアでのポリオ根絶活動は
数々の困難に突き当たりましたが、根絶が実現する日が必ず来ると信じてやみませんでした。状況が
後退するたびに、ロータリーとパートナー団体が解決策を見出し、弱い立場にある子どもたちにワクチ
ンを投与する戦略を立ててきたのです」、「確信をもって言えることは、ナイジェリアで野生型ポリオウ
イルスを根絶できるなら、どの国でも根絶が可能だということです」フンショ氏。 



クラブ社会奉仕委員長会議  
地区社会奉仕委員長 上野山 栄作 

 私たちは「世界を変える行動人」として、地域
のニーズに応えて、現代社会の変化に適応でき
る機能的な奉仕活動を行う必要があると思いま
す。その為には、各クラブは地域リサーチを行
い、地域課題に適した奉仕活動を計画していく
べきだと思います。ロータリーは地域の人々に求
められる奉仕団体として、インパクトのある社会
奉仕事業を行うことは地元に対する存在意義で
あり、クラブ存続の鍵とも言えるでしょう。 

 このコロナで停滞した時期に各クラブはエリ
アでの地域課題をリサーチし、その課題解決に
少しでも貢献できる事業を模索し、計画して頂き
たいと考えました。その為に当委員会では、コロ
ナ問題も含め、各クラブの地域課題へのアプ
ローチとRI行動計画に適合した奉仕事業の実施
計画を考えるべくフォーラムを開催しました。 
 

テーマ 「今、ロータリーが行うべきこと」 

コロナ事業の模索と地域課題に対応した事業
シュミレーション 

日 時：2000年9月19日 14：00 〜 16：30 

場 所：JAビル2F  

参加人数：61人 
 

内 容： 

1. 事前調査票によるリサーチ（期間：8月中） 

① 各クラブの行う地域に影響力のある事業に
ついて 

② コロナウイルス関連の事業についての計画
や報告 

③ 地域の課題を考えてもらい、解決に向けた事
業について 

 事前の調査票に関しては67クラブ中45クラブ
の協力を得ることが出来ました。コロナに対する
事業を行っているクラブは15クラブでした。地域
課題を12項目に分けて各クラブエリアでの地域
課題を考え、それに適合した事業をお考えいた
だいたこと自体が、奉仕への扉を開く一つの機
会になったのだと考えます。近隣エリアでの課題
が類似する点、ロータリアンがどの課題に興味を
示す傾向にあるのか等、興味深く理解できる点
が多数あります。 

※調査票のまとめを参照ください。 
 

2. フォーラム（委員長会議にて） 

 参加者全員が一体となれる様、会場レイアウト
を参加型に配し、RLI方式により、より多くの出席
者に意見を述べて頂きながらコーディネートを
行い、今後の具体的なクラブ事業に役立てて頂
けるものとした。 

① 地域課題解決に向けた事業検討 

 調査票の地域課題の分類別に意見をまとめた
資料をもとに意見を出し合いながら、既に事業
化しているものや、できそうな事業について話し
合った。 

② ウイズコロナの事業検討 

 調査票のコロナに関する事業例をもとに、自ク
ラブで出来る事業等、話し合った。 

 フォーラムでは多くの方に発言の機会を作り、
飽きさせない運営でした。参考になる意見も多
く、他のクラブの事業を生かし取り入れるべき点
も見出して頂けたと感じています。 

※欠席された方は、記録動画をウエブでご視聴
頂けます。 

社会奉仕委員長会議 セレモニー 

https://www.youtube.com/watch?v=Et14q4ZqlsU&t=8s 

社会奉仕委員長会議 フォーラム①地域課題解決に向けた事業検討 

https://www.youtube.com/watch?v=bGD2P-t5WTM&t=8s 

社会奉仕委員長会議 フォーラム②ウイズコロナの事業検討 

https://www.youtube.com/watch?v=CAZgF2x5MP0&t=188s  



全国統一アクトの日  Zoom で交流会 

 「アクトの日」は、９月１０日に最も近い日曜日で、今年は9月13日（日）。全国のローターアクト

クラブが奉仕活動を行い、市民へのアピール及びローターアクターの意識向上を目的とした

行事です。 

 今年度は当地区インターアクトクラブとのコラボレーションで、共にコロナ禍の過ごし方な

ど振り返り、今後を励まし合う交流会（ディスカッション）を開催しました。 

 なお、新型コロナウイス感染防止を鑑み、従来の対面ではなく、オンライン（Zoom ）で実施

しました。 

 メインプログラムのテーマは、 ～コロナ禍に負けないで、これからも頑張るぞ！～ で、

ディスカッションには、藤井ガバナーをはじめ、豊岡地区社会奉仕委員長、藤川地区ローター

アクト委員長、原谷地区ローターアクト代表、川眞田地区ローターアクト幹事らが、ガバナー事

務所から参加。各ローターアクトクラブとインターアクトクラブから多くのメンバーが、自宅等

から参加し、交流を深めました。 



青少年長期交換学生帰国報告会 Zoom で開催 

 地区青少年長期交換委員会（委員長 中野 均）は、9月27日（土）、青少年長期交換学

生帰国報告会を開催。今回は、新型コロナウイス対策として、オンライン上（Zoom)で実

施しました。 

 地区からは、藤井ガバナーをはじめ、中野委員長ほか、関係の各委員長、副委員長、

委員等が、ガバナー事務所から参加。画面を通して、交換学生の各報告受け、意見交換

しました。 

 ロータリー青少年交換は、15～19歳の学生が海外に滞在し、言語や文化を学びなが

ら、海外に友人をつくり、世界市民としての自覚を養うことのできるプログラムで、参

加した学生からは、海外での多くの体験を語ってくれました。 

 

 

地区青少年長期交換委員会 



少年野球を支援 第35回和歌山東南RC旗争奪野球大会 

和歌山東南ロータリークラブ 

 当クラブの青少年奉仕の継続活動として、少年野球（和歌山市軟式野球連盟東支部）の支
援を行っています。 

 この支援は、1985年「創立１５周年事業」として優勝旗の寄贈から始まりました。今大会は、
東南ロータリークラブ旗争奪野球大会として、現在３５回目を迎えます。 

 小学生のチームが、Ａ・Ｃという学年別に分かれ、開会式には十余チームの凛々しい行進と
宣誓を、閉会式には、ゲームセットの瞬間の見届けと、それぞれの優勝チーム・準優勝チーム
の表彰式に参加します。会員同士が誘い合わせ､時間のある者多数が行きますが、皆口をそ
ろえて「元気をもらった」と言うのが興味深いです。 

 他にはグランド使用料、ボール代、賞状、メダルや、定期的にテントの張替、乗用芝刈り機な
ど、年間平均２０万円弱の奉仕予算ですが、未来ある少年少女の野球（スポーツ）を通じた礼
儀・チームワーク・スポーツマンシップに感動し、また、苦しい練習を試合で試す達成感という
貴重な体験の共感者にさせて頂いております。 

 考えてみると奉仕活動はつくづくウインウインそのものだと実感します。 未来ある小学生
が成長する過程の一助になればと始まった活動でありますが自身の感動や自己研鑽にも充
分な体験であると思います。また、当時小学生だった少年は現在四十代の働き盛りの壮年に
なっていると思うと継続事業の意味も感慨深いと思いました。 

















 

 

  ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に活かせ

てもらうため、情報収集に努めています。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 具体的には、

記念事業や特別例会、クラブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、 同好会等）や会員増強

等、職業奉仕（講演会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、福祉・教育支援事業等）、国際奉

仕（友好クラブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少年奉仕（青少年交換、インターアクト、

ローターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー財団、米山記念奨学会等の活動などの案内、

募集、報告等の寄稿をお願いします。 また、ご提供いただける情報は、文書面、 資料、写真を

ＦＡＸ、封書等又はメールでガバナー事務所へご連絡ください。 月信では、引き続き、国際ロー

タリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集等、紙面の充実に努めてまいりま

す。 ご協力、よろしくお願いします。                     （地区 ＩＴ・ガバナー月信委員会）  

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

http://rid2640g.com/fujii/ 

e-mail: fujii@rid2640g.com 
JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 

10月は「地域社会の経済発展月間 ・ 米山月間」です 


